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論文題目

Surface electromyographic evaluation of the neuromuscular activation of 

the inspiratory muscles during progressively increased inspiratory flow 

□ under inspiratory-resistive loading 

（吸気抵抗負荷下で漸増した吸気流量条件下における吸気筋神経筋活性化の

表面筋電図を用いた評価）

。
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(1) 

は 1じ Iめ Iに I) I臨 1床で異常 Iに I速 い呼 吸を 放置 1す Iる

こ 1と Iは 1、 I例え Iば呼吸不全などの身体状態 1の I悪

化 1を 1引 1き 1起こ 1す可能性がある。 しかし、 1日 1常

的 Iにべ Iツ 1ドサ Iイ ド で 用 い ら れ て い る 視 診 、 1触

診 1によ Iる 1努力 1呼吸パタ ンや呼吸補助筋 Iの 1使

l用 Ic I収|縮 I) の 1認識に基づく 異常 に速 い 1呼 I吸

＇゚の I評価は 非侵 l襲的で 1は 1あるが、 定最化 1が不

+I分であり 再現性にも 1乏しい。 呼吸筋 1や他

の I骨 格筋の収縮は運動単 I位のインバルス 1発 射

頻 1度 の調整や より大 1きな運動単位の動 1員に

よ 1って 制御されており 1、 筋 1電 1図はそれを 1客観

的 I、 I定 I量 l的に評価でき lる。 1特 1に表面筋電 1図は

1その 1非 1侵 1襲的特質から 1神経筋活性 I化 Iの I評 I価 1に

□ 1 汎 1 用 1 さ I れ l て 1 ぃ I る I 。 | 筋 | 電 | 図 | を I m I い | ナこ 1 電 1 ~ I 生 I 理 I 学

的 I先 l行 I研 I究 Iで Iは 1、 1漸 1増ド¥I荷 1運ドVJ I中|の I* I腿 1四 l頭

筋 Iなど 1で、サ Iイズ 1の 1原 1理|に|基|づ|き|、 1発揮 1張 lカ

に応じて 順 に大きな運動単位が動員さ Iれ 1て

い I< I。さ Iらに 1、 I漸 1増負 l荷 運 動 | 中 | の | 表 1面 1筋 I電 I函

の I平 1均|二|乗 I平方 -1根 (R M s )  I値|が I突 1然 Iに 1増加

す Iる|グ|ラ|フ 1上の 1ポイントが 1、 I筋 1電 1囮 I上 1の 1嫌 1気

＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 
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(2) 

性 1代謝 1閾 値 と し 1て 同 定で き る 、- と が|多 I< 報 l告‘一

さ 1れて 1い る
゜

し か し ヽ ヒ 卜 の 呼吸 筋 Iで 1は lそ
の Iグ ラ Iフ 上 の ポイ ン 卜 に つ It' て ヽ ま 1だ[+分 Iに

検 1証 さ 1れ て l.,¥ な I.,¥ も し そ の 理論 を 1、 呼吸 に゜

理 Iが 必要 な 臨床 患者 の 呼吸補助 筋 の収縮 を 1伴

l う I速 vヽ 呼吸 の評価 に 応用 で き る な ら ば 呼吸

゜＇不 I全 1の I兆候 1を 1客観的 Iヽ 非侵襲的 に 1評価す Iる 1こ

と Iが I可 I能 に な る か も Iしれ な It' ゜ 本 1研究 の 1目 I的

は 1マ Iス 1ク 式人 工 呼吸 1器 を 用 し‘ て 実 1験的 に 1つ I<

つ lた 1吸 I気流 量増加 を 1伴 う 速 し‘ 呼吸 Iに対す Iる I頸

部 Iの I呼吸 1補助 筋 の 神 1経筋活性化 を 1表 1面 1筋 I電 I屈

で 1測定 Iし、 他 の 骨格 1筋 に お し‘ て 報 1告 Iさ Iれ Iて 1い

！る 1筋 1電 1図 1の 嫌気性代 1謝閾 値 と さ れ Iる IRIM Is Iが

゜
1突 I然 Iに I増 1加 す る ポイ ン 卜 を 1グ ラ フ 上 で確ドglす

る Iこ Iと 1で 1あ る
゜ l l 

方|法 I) 健 1常男 性被験者 に 対 し て マ ス ク 式人 I工

呼 I吸 I器 1を 1装着 さ せ 定 の 吸 気抵抗負 荷 下 Iで

メ 1 卜 I口 Iノ I- ム 音 に 1合 わせ て 吸 気 時 間 を 短縮 1さ

せ Iな Iがら 1自 発 呼吸 Iの 回数増加 1を 固 り 吸気 1流

量 Iの I増 1加 1を 伴 う 速ド 呼吸 状態 1を 実験的 に っ I<
＊要旨は 3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 
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(3) 

っ！た 1。 この速い 1呼吸 1に 1対する斜角筋 Iと 1胸 1鎖 I乳

突匡 Iの神経筋活 1性化 1を表面筋電図の IRIM s Iを

用！いて評価した 1。 さ Iらに RM S が突 1然 Iに 1増 I加

す 1るグラフ上のポイ Iン 1ト を確認する|た|め|に

区 l分線形スプラ Iィ ン 1関 1数を使用 して 1デ 1-1夕 Iを

1 を 1分析した Io 

ロ,,'結 1果） 実験プロ ト 1コ lルを l達成し|た I2 7 人中 I1 

7 人で呼吸数増加と 1吸気流最の間 iに強い相 1関

< I p ＝ 0. 7 以上 ス 1ビアマン順 I位 1相関） の 1あ

る デ タの取得に成 1功した。 区分 1線形スプ 1ラ

イ 1ン関数を用いた分 1析では、 1 7 I人 l全 1員の 1斜

角筋 Iと胸鎖乳突筋で筋電固のグラ Iフ上 1で IRIM 

Is Iが 1突然に増加する 1ポイ ン トが確 1認 Iさ Iれ Iた Io 

＇゚結 lilil11 
本研 1究 で は 吸気流量 1の 1増 1加 1と IRIM Is 

と 1の関係に l基づいて 頸 部 の ］ 呼 吸 ］ 補 助 筋 の IR

MIS Iが突然 lに増加 す る ポ イ ント を、 表面筋 1電

図 Iの Iグラ フ 1上で図式的に確認した。 この研 1究

で 1分 1析された頸部の呼吸補助 1筋は 1、 筋電図 I上

の嫌気 性代謝閾値を有する可能性が示唆さ Iれ

た I。| I I I I I I I I 
＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 


